
２ 藤沢市の下水道
財政の現状と課題

「ふじさわ下水道中期経
営計画」から、下水道財
政の現状と課題について
ご説明します。

＊本項目で表記されている数値及びグラフは
2021（令和３）年度末現在のものです。

＊ふじさわ下水道中期経営計画の計画期間は
2023（令和５）年度から2032（令和１４）
年度としています。



（１）藤沢市の下水道の概要

本市では、1951（昭和26）年に下水道事業に着手して以来、
約1,620kmの管きょ、２か所の浄化センター、15か所のポンプ場、
５か所の貯留管＊を整備してきました。

その結果、下水道普及率は96％（普及人口42万５千人）に達し、
ほぼ全市民が下水道を使用できる状況となっており、普及率の向上と
ともに、川や海などの水質も改善されています。

また、貯留管の整備により、浸水や雨天時越流水＊に対する安全度
が向上しています。

約７５年前からずっと
整備しているんだね

「キュンとするまち。藤沢」
公式マスコットキャラクター
ふじキュン♡

＊貯留管：大雨が降った際に一時的に雨水を
貯め込む大きな管

＊雨天時越流水：雨水と汚水を混ぜて処理す
る施設において、雨天時に
処理能力を超えた雨水と汚
水の合流水が流入した結果、
放流される未処理の合流水
のこと



図 2-1.1 下水道の整備状況（2021（令和 3）年度末現在） 
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（２）支出の推移 維持管理費

下水道の普及拡大に伴い、

汚水処理の維持管理費は増

加してきました。

今後は急速に進む老朽化

施設の点検・調査等に要す

る維持管理費が年々増加す

る見込みです。
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（２）支出の推移 建設改良費

1990年代は下水道の普
及拡大のため大規模な建設
投資を実施してきました。

近年の建設投資は年間20
～40億円となっていますが、
今後は過去に整備した施設
が更新時期を迎えるため、
再び増加に転ずる見込みで
す。
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企業債償還金（元金）及び支払利息の推移

企業債償還金（元金） 支払利息
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（２）支出の推移 企業債償還金及び支払利息

企業債償還金は現在減少傾

向にあり、支払利息も1997

（平成9）年をピークに、現在

では大幅に減少しています。

今後は改築等による建設改良

費の増加に伴う借入の増加によ

り、企業債償還金も増加に転じ

る見込みです。

課題のキーワードは
「老朽化」だね



（３）収入の推移 下水道使用料①

下水道使用料収入は、水洗化人口＊の普及拡大に比例し、2000年頃
までは大きく伸び増加傾向にありましたが、近年は横ばい状態にあり
ます。

下水道使用料と水洗化人口の推移

下水道使用料 (料金改定実施年度) (消費税変更年度) 水洗化人口
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＊水洗化人口：汚水処理施設に接続し、汚水処理を行っている人口のこと



有収水量と1人あたり有収水量の推移
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（３）収入の推移 下水道使用料②

有収水量＊は、水洗化人口の頭打

ちや節水意識の高まりにより、近

年では横ばいとなっています。

今後は、工場など多量使用者で

も規模縮小や節水等による排水量

の減少が想定され、下水道使用料

収入も減少に転じると想定されます。

＊有収水量…下水道使用料の徴収対象となる水量

（有収水量）

収入が少ないと老朽化した管きょ
を修繕できなくなっちゃう！！



（３）収入の推移 企業債借入額及び企業債残高

企業債借入金は建設改良投資が

落ち着いたことから現在は横ばい

状態にあり、企業債残高も

1999（平成11）年をピークに

減少しています。

今後は老朽化対策に伴う建設

改良投資の増加により、借入額

及び残高も再び増加に転じると

想定されます。
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（３）収入の推移 国庫補助金

国庫補助金は1990年代では、

40億円前後交付されていまし

たが、近年では、建設改良費

に比例し減少傾向にあります。

今後は、汚水管きょの単純

改築＊への支援が廃止されるな

ど、国の助成制度も変化して

おり、国庫補助対象事業の割

合は減少していくと想定されます。

国庫補助金 建設改良費
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＊単純改築：標準耐用年数を経過してから改築を行うこと



（３）収入の推移 一般会計繰入金

一般会計繰入金は、雨水処理

の経費等の費用に充てられます。

近年は45億円前後で推移して

いますが、老朽化対策や浸水対

策など新たな課題への対応に伴

い、今後は一般会計繰入額の増

加が必要とされます。
一般会計繰入金(資本的収入) 一般会計繰入金(収益的収入)
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（４）収支上の課題 収益的収支

収益的支出については、維持管理

費は増加するものの、支払利息が減

少しているため、支出全体の伸びは

抑えられてきました。

そのため、主な収入源の下水道使

用料が伸び悩む中においても、収支

のバランスを保つことができていま

した。

今後は、急速に進む老朽化への対策に要する

維持管理費の増加と下水道使用料の減少が見込まれ、経営状況の悪化が懸念

されることから、適正な使用料水準について適宜判断する必要があります。
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（４）収支上の課題 資本的収支

資本的収支において支出が収入

を上回り、収支不足額が生じた場

合、収益的収支の純利益などによ

り補てんしています。

今後は、老朽化等に対応するた

め建設改良投資の増加が見込まれ

ます。そのため、収支バランスを

より一層考慮した投資計画の立案

が重要です。
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